
　ご挨拶
皆さまには、平素より格別のお引き立てを賜り、

誠にありがとうございます。
商工中金は、お取引先である中小企業や中小企

業組合に寄り添い、深い対話を通じて様々な課題
やニーズを把握する事業性評価を起点として、景
気に左右されない金融スタンス等の特性を最大限
に活かして的確なソリューションを提供する「経
営支援総合金融サービス事業」を展開しておりま
す。Ａ)借入負担が重く資金繰りに不安がある、
Ｂ)債務超過や赤字等、財務・収支上の課題を有し
ている、Ｃ)リスクの伴う海外展開や新事業進出の
計画がある、Ｄ)創業間もなく資金調達に不安があ
る等の悩みや課題を有している中小企業に対して、
踏み込んだファイナンス支援、伴走型の経営改善
支援、M＆Aや事業承継支援等、抜本的な課題解
決に繋がるソリューションを提供していくことに
より、地域経済を支える中小企業の企業価値向上
に貢献してまいります。また、未来志向の構造改
革を着実に進めることにより、適切な人員体制や
経費構造を確立し、持続可能な成長を目指してま
いります。

　金融経済環境
2021年度上半期のわが国経済は、新型コロナウ

イルス感染症に伴う昨年度の悪化局面からは持ち直
しつつあるものの、全国各地で緊急事態宣言などが
断続的に発令される中で、飲食や旅行関連などの対
面型サービスセクターを中心に依然として厳しい状
況にあります。

中小企業の景況感をみますと、商工中金の「商工
中金景況調査」では、製造業で持ち直しの動きが
続く一方、一部の非製造業を中心に厳しさが残るな
どばらつきがみられました。また、足元の資源価格
の高騰などを受け、仕入価格の上昇が継続してお
り、中小企業の収益を圧迫することが懸念されてい
ます。

企業からみた金融機関の貸出態度は緩和的な状
態が維持されており、企業倒産は低水準で推移して
います。ただし、取引先を取り巻く環境の変化によ
っては、与信費用の増加等を通じ、国内金融機関の
収益に影響を及ぼす可能性があります。

　2021年度上半期の回顧
2021年度上半期においては、引き続き新型コ

ロナウイルス感染症の影響で業績悪化を強いられ
ている事業者に対する資金繰り支援に取組むとと
もに、取引先企業の業況を積極的に把握し、ニー
ズに応じたきめ細やかな支援を実施いたしました。

商工中金では中期経営計画「商工中金経営改革
プログラム」において、経営改善、事業再生や事
業承継等を必要としている中小企業や、リスクの

高い事業に乗り出そうとしているもののうまく進
められない中小企業に対して重点的に支援を行う
分野を、ＡゾーンからＤゾーンまでの重点分野と
して定義し、支援を強化してまいりました。

重点分野への取組みは、中期経営計画の根幹を
なすものであり、実行件数や貸出残高をKPI（Key 
Performance Indicator:目標の達成度を定量的に
評価する指標）として設定し、公表しております。

新型コロナウイルス感染症の影響を受けたこと
で生じる新たな課題やニーズの変化への対応は、
まさに「経営支援総合金融サービス事業」の事業
領域であることを踏まえ、ビジネスモデル確立に
向けて、重点分野に対する取組みへの一層の注力
が必要であると考えております。

ボリュームゾーンであるＡゾーンは、新型コロ
ナウイルス感染症の影響で資金繰りが悪化した取
引先中小企業に対し、より踏み込んだ支援を行っ
ていく必要があると認識しております。

経営改善支援等を行うＢゾーンについては、新
型コロナウイルス感染症の影響で、財務・収支上
の課題が顕在化した取引先を含め、中小企業の収
支改善や営業キャッシュ・フローの増加を通じ、
増加した債務の圧縮等の経営改善が図られるよう
に、資本増強支援策等も活用し、中長期的な目線
を持って能動的にサポートしてまいります。

ＣゾーンおよびＤゾーンについては、新型コロ
ナウイルス感染症の影響で事業計画や調達計画の
変更を余儀なくされた取引先中小企業も多いこと
を踏まえ、これらの変更に対応するための新たな
ニーズを捉えた支援を実施してまいります。

なお、中間期の収支につきましては経常利益が
262億円、中間純利益が189億円となりました。

この間の株主の皆さまならびにお取引先の皆さ
まのご支援に厚くお礼申し上げます。

　今後の業務運営
長期金利が低位で推移する中、商工中金をはじ

めとする国内金融機関の収益には下押し圧力がか
かっており、その中でも安定的な収益を確保して
いくためには、基礎となる取引先中小企業との対
話を通じた課題・ニーズの共有を図るとともに、
踏み込んだ支援に伴う付加価値の高いソリューシ
ョンの提供を一層加速させていく必要があります。
そのため、取引先中小企業から課題や悩みを相談
していただけるリレーションの構築、課題や悩み
の背景や本質を理解するための事業性評価力の強
化、課題解決に繋がるソリューション提供の高度
化を着実に進めてまいります。

商工中金の貸出先の大部分は外部環境の影響を
受けやすい中小企業であり、人手不足等の構造的
問題に加えて、新型コロナウイルス感染症の影響
で業績悪化を強いられています。従って、当面は
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危機対応業務の指定金融機関として、2020年８
月より取扱いを開始いたしました資本性劣後ロー
ンを含めて、制度を的確に運用しつつ、影響を受
けられた中小企業の皆さまに懇切・丁寧かつ個別
の実情に応じた迅速な対応を行ってまいります。

加えて、借入金の急激な増加、新業態における
ビジネスモデルや商流の変化、業界再編等への適
応、気候変動リスクや社会のデジタル化への対応
等、中小企業の課題やニーズは一層多様化してお
り、伴走型の支援体制の強化や予兆管理の高度化
を進めることにより、これまで以上に適切な対処
法のアドバイスやソリューションの提供を行って
いく必要があります。財務・収支上の課題を有し、
事業再生や経営改善を必要とするに至った取引先
中小企業に対しては、地域の金融機関と協調し、
商工中金の特性を活かしたソリューションも活用
しながら、中長期的な目線を持って地域経済を支
える中小企業の経営改善等をサポートしてまいり
ます。

これらの取組みを持続的なものとするため、未
来志向の業務改革と徹底した経費削減に努めてま
いります。WEBやスマートフォンアプリ等の非対
面チャネルを効果的に活用し、顧客利便性を確保
しながら、店舗機能の見直し等による運営コスト
の低減を図りつつ、持続可能な資金調達の確立に
取り組んでまいります。また、情報のデジタル化
や高度化により取引先中小企業の本業支援への取
組みを強化しつつ、ペーパーレス化やシステム化
により、事務の集中化や効率化を図ることで、取
引先中小企業との対話に充てる時間を増やしてま
いります。

また、引き続き、ビジネスモデルを支える屋台
骨としてのコンプライアンス意識の定着化や内部
管理態勢の強化に取り組むとともに、職員の能力
を最大限に発揮できる人事制度の構築、ダイバー
シティの推進やインクルージョンの徹底にも取り
組み、中期経営計画で目指すビジネスモデルの確
立に向けて邁進してまいります。

　むすび
「中小企業による、中小企業のための金融機関」

として、皆さまから信頼され、支持され、これま
で以上にお役に立てるよう、役職員一同、全力で
努力を続けてまいります。

皆さまのこれまでの格別のお引き立てに感謝申
し上げるとともに、引き続き力強いご支援を賜り
ますようお願い申し上げます。

2022年1月
株式会社 商工組合中央金庫
取締役社長

関 根　正 裕
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